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14)  Makino H*, Kawaguchi Y, Saito M, Seki S, Yasuda T, Suzuki K, Yahara Y, Watanabe K, Kida Y, Marumo K, Kimura T. 
Thickness of the ligamentum flavum is associated with the total content of advanced glycation end products (AGEs) in lumbar 
spinal stenosis patients. 44th International Society for the study of the Lumbar Spine (ISSLS) Annual Meeting; 2017 May 
29-Jun 2; Athens. 
15)  Matsushita I, Motomura H, Hiraiwa T, Kimura T. Clinical results of cementless total hip arthroplasty using short taper wedge 
stem for patients with rheumatoid arthritis compared with osteoarthrosis. The 14th DGORh-JSRAS Combined Meeting; 2017 
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17)  関 庄二，中野正人，平野典和，川口善治，安田剛敏，鈴木賀代，箭原康人，木村友厚．成人脊柱変形に対して OLIF
を用いた矯正固定術－後方単独法との画像的比較検討－．日本 MISt 研究会；2017 Jan 25-26；東京． 
18)  長田龍介，頭川峰志．上腕骨遠位骨幹部骨折術後の著しい lossening を伴う偽関節に対して double plate 法で治療した
1 例．第 29 回日本肘関節学会・学術集会；2017 Feb 3-4；東京． 
19)  新井 学，田村 嵩，二川隼人，酒井清司，吉栖悠輔，長田龍介．高齢女性に生じた Bado2 型 Monteggia 骨折の 2
例．第 29 回日本肘関節学会・学術集会；2017 Feb 3-4；東京． 
20)  頭川峰志，長田龍介．難治性上腕骨外側上顆炎の小頭骨膿胞病変と腱起始病変－無症候性の疾患群との比較－．第
29 回日本肘関節学会・学術集会；2017 Feb 3-4；東京． 
21)  長田龍介，頭川峰志，信貴厚生，岡久仁洋，村瀬剛志．マーデルング変形に対してカスタムメイドの骨切りガイド
とプレートを用いて矯正手術を行った 1 例．第 31 回東日本手外科研究会；2017 Feb 11；札幌． 
22)  頭川峰志，長田龍介，木村友厚．屈筋腱再建術より 30 年経過した高度スワンネック変形の 1 例．第 31 回東日本手
外科研究会；2017 Feb 11；札幌． 
23)  松下 功，元村 拓，今西理恵子，平岩利仁，木村友厚．股関節の安定性に対する梨状筋の機能－術中テンサーを
用いた評価－．第 47 回日本人工関節学会；2017 Feb 24-25；宜野湾． 
24)  下条竜一．TKA 術前計画－1 例から考える－．第 47 回日本人工関節学会；2017 Feb 24-25；宜野湾． 
25)  新井 学，下条竜一，田村 嵩，二川隼人，酒井清司，吉栖悠輔，松下 功，木村友厚．Interprosthetic fracture の治
療方針で骨接合を行った大腿骨近位にインプラントのある人工膝関節周囲骨折の 2 例．第 47 回日本人工関節学会；
2017 Feb 24-25；宜野湾． 
26)  徳永綾乃，伊藤芳章，下条竜一，廣川達郎，平野典和．TKA における脛骨矢状面骨切りを正確に行うための工夫．
第 47 回日本人工関節学会；2017 Feb 24-25；宜野湾． 
27)  元村 拓，松下 功，下条竜一，野上真紀子，平岩利仁，峯 隼人，木村友厚．メタローシスに伴う脛骨巨大骨欠
損に対して impacted allograft を用いて revision TKA を施行した RA 患者の 1 例．第 47 回日本人工関節学会；2017 Feb 
24-25；宜野湾． 
− 148 −
28)  野上真紀子，下条竜一，峯 隼人，元村 拓，松下 功，木村友厚．人工膝関節置換術後 1，2 年目の患者立脚型評
価による満足度に影響を及ぼす因子について．第 47 回日本人工関節学会；2017 Feb 24-25；宜野湾． 
29)  今西理恵子，松下 功，元村 拓，平岩利仁，木村友厚．THA 術後における forgotten joint score-12(FJS-12)の有用性
－JOA スコアや JHEQ と比較して－．第 47 回日本人工関節学会；2017 Feb 24-25；宜野湾． 
30)  峯 隼人，下条竜一，野上真紀子，木村友厚．当科での medial pivot 型 CR TKA の短期成績と臨床的特徴．第 47 回
日本人工関節学会；2017 Feb 24-25；宜野湾． 
31)  野上真紀子，木村友厚，関 庄二，吉田淑子，元村 拓，岡部素典，相古千加，二階堂敏雄．軟骨再生治療におけ
る羊膜由来細胞と細胞外マトリックスの有用性．第 16 回日本再生医療学会・シンポジウム；2017 Mar 8；仙台． 
32)  材木美穂，関 庄二，箭原康人，牧野紘士，中野正人，清水一夫，山上 亨，川口善治，木村友厚．特発性脊柱側
弯症患者における骨代謝動態の解析．第 204 回北陸整形外科集談会；2017 Mar 13；金沢． 
33)  新井 学，川口善治，田村 嵩，二川隼人，酒井清司，吉栖悠輔．仙骨 H 型骨折に対し低侵襲腰椎骨盤固定を行っ
た 2 例．第 128 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2017 Apr 7-8；神戸． 
34)  安田剛敏，鈴木賀代，渡邉健太，堀 岳史，金森昌彦，木村友厚．高齢者の進行性軟部肉腫に対する化学療法の有
効性と意義．第 128 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2017 Apr 7-8；神戸． 
35)  頭川峰志，長田龍介，木村友厚．神経再生誘導チューブの治療経験と経時的エコー変化．第 128 回中部日本整形外
科災害外科学会・学術集会；2017 Apr 7-8；神戸． 
36)  鈴木賀代，安田剛敏，渡邉健太，金森昌彦，木村友厚．転移部位別にみた上腕骨転移性骨腫瘍に対する手術療法の
成績．第 128 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2017 Apr 7-8；神戸． 
37)  川口善治．脊椎靭帯骨化症－病態と治療の最新知見－．第 46 回日本脊椎脊髄病学会学術集会；2017 Apr 13-15；札
幌． 
38)  川口善治．後縦靭帯骨化症における高感度 CRP の意義．第 46 回日本脊椎脊髄病学会学術集会；2017 Apr 13-15；札
幌． 
39)  川口善治，安田剛敏，関 庄二，鈴木賀代，箭原康人，牧野紘士，木村友厚．椎弓根スクリュー用挿入穴作成ワイ
ヤーの三次元ガイド具の有用性．第 46 回日本脊椎脊髄病学会学術集会；2017 Apr 13-15；札幌． 
40)  安田剛敏，川口善治，関 庄二，鈴木賀代，箭原康人，渡邉健太，金森昌彦，木村友厚．びまん性特発性骨増殖症
（DISH）における呼吸機能とヒト白血球抗原の検討．第 46 回日本脊椎脊髄病学会学術集会；2017 Apr 13-15；札幌． 
41)  箭原康人，安田剛敏，川口善治，関 庄二，鈴木賀代，渡邉健太，金森昌彦，木村友厚．腰椎変性疾患を合併した
びまん性特発性骨増殖症（DISH）の仙腸関節の変化．第 46 回日本脊椎脊髄病学会学術集会；2017 Apr 13-15；札幌． 
42)  関 庄二，川口善治，安田剛敏，鈴木賀代，箭原康人，木村友厚．特発性側弯症患者における Differential rod contouring
の効果について－術中 CT による椎体回旋改善度の測定から－．第 46 回日本脊椎脊髄病学会学術集会；2017 Apr 
13-15；札幌． 
43)  関 庄二，川口善治，安田剛敏，鈴木賀代，渡邉健太，箭原康人，牧野紘士，平野典和，中野正人，松下 功，元
村 拓，木村友厚．関節リウマチ患者の腰椎手術の成績－除圧か固定か－．第 46 回日本脊椎脊髄病学会学術集会；
2017 Apr 13-15；札幌． 
44)  牧野紘士，関 庄二，川口善治，野上真紀子，箭原康人，渡邉健太，木村友厚．蛍光標識二次元ディファレンスゲ
ル電気泳動を用いた思春期特発性側弯症（AIS）患者の血漿タンパク解析．第 46 回日本脊椎脊髄病学会学術集会；
2017 Apr 13-15；札幌． 
45)  小嶋俊久，石川 肇，田中 栄，芳賀信彦，西田圭一郎，行岡正雄，橋本 淳，宮原寿明，二木康夫，木村友厚，
織田弘美，小嶋雅代，石黒直樹．多関節障害 RA 患者の下肢機能評価－動作速度 Time Up to Go の Validation－．第
61 回日本リウマチ学会総会・学術集会；2017 Apr 20-22；福岡． 
46)  松下 功，元村 拓，平岩利仁，木村友厚．RA における大関節破壊阻止を目指した治療戦略．第 61 回日本リウマ
チ学会総会・学術集会；2017 Apr 20-22；福岡． 
47)  山中 寿，伊藤 宣，遠藤平仁，金子祐子，川人 豊，岸本暢将，小嶋俊久，小嶋雅代，瀬戸洋平，中山健夫，西
田圭一郎，平田信太郎，松下 功，宮坂信之．関節リウマチ診療ガイドライン JCR2014 に基づく一般医向け診療ガ
イドラインの作製．第 61 回日本リウマチ学会総会・学術集会；2017 Apr 20-22；福岡． 
48)  関 庄二，松下 功，元村 拓，平野典和，川口善治，安田剛敏，鈴木賀代，木村友厚．関節リウマチ患者の腰椎
手術の成績－除圧か固定か－．第 61 回日本リウマチ学会総会・学術集会；2017 Apr 20-22；福岡． 
49)  元村 拓，松下 功，平岩利仁，多喜博文，篠田晃一郎，朴木博幸，野上達也，木村友厚．関節リウマチ患者にお
ける 10 年後の骨密度変化．第 61 回日本リウマチ学会・学術集会；2017 Apr 20-22；福岡． 
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50)  頭川峰志，長田龍介，木村友厚．難治性上腕骨外側上顆炎の小頭骨嚢胞病変と腱起始病変－無症候性の疾患群との
比較－．第 60 回日本手外科学会学術集会；2017 Apr 27-28；名古屋． 
51)  頭川峰志，長田龍介，木村友厚．手外科領域における術後エコーの有用性．第 60 回日本手外科学会学術集会；2017 
Apr 27-28；名古屋． 
52)  松下 功，下条竜一，元村 拓，平岩利仁，木村友厚．関節リウマチの手術－生物学的製剤による早期治療介入の
重要性－関節リウマチの下肢手術．第 90 回日本整形外科学会学術総会；2017 May 18-21；仙台． 
53)  松下 功，元村 拓，平岩利仁，木村友厚．ARASHI スコアリングシステムを用いた関節リウマチにおける荷重関
節破壊の評価とその特徴．第 90 回日本整形外科学会学術総会；2017 May 18-21；仙台． 
54)  川口善治，中野正人，安田剛敏，関 庄二，鈴木賀代，箭原康人，牧野紘士，木村友厚．脊椎靭帯骨化症患者にお
ける全脊椎骨化巣と血清バイオマーカー．第 90 回日本整形外科学会学術総会；2017 May 18-21；仙台． 
55)  川口善治，川上 守，佐藤栄修，永島英樹，伊東 学，岩崎幹季，Samartzis D．腰椎変性すべりの危険因子－椎間
関節角度の解析－AOSpine 国際多施設共同研究．第 90 回日本整形外科学会学術総会；2017 May 18-21；仙台． 
56)  森 幹士，吉井俊貴，平井高志，岩波明生，竹内一裕，中村雅也，松本守雄，大川 淳，川口善治．頚椎後縦靭帯
骨化症患者での棘上・棘間靭帯骨化の評価－厚労科研脊柱靭帯骨化症研究班・多施設 CT 研究－．第 90 回日本整形
外科学会学術総会；2017 May 18-21；仙台． 
57)  吉井俊貴，平井高志，岩波明生，竹内一裕，森 幹士，西村空也，中村雅也，松本守雄，大川 淳，川口善治．頚
椎後縦靭帯骨化症患者における項靭帯骨化の併存と脊椎靭帯骨化傾向との関連性－多施設 CT 研究－．第 90 回日本
整形外科学会学術総会；2017 May 18-21；仙台． 
58)  平井高志，吉井俊貴，岩波明生，竹内一裕，森 幹士，西村空也，中村雅也，松本守雄，大川 淳，川口善治．全
脊椎重度骨化症例における骨化分布の調査－厚労科研脊柱靭帯骨化症研究班・JOAL study 全脊椎 CT 多施設研究－．
第 90 回日本整形外科学会学術総会；2017 May 18-21；仙台． 
59)  安田剛敏，鈴木賀代，渡邉健太，川口善治，関 庄二，金森昌彦，木村友厚．転移性骨腫瘍に対する手術療法と生
命予後予測との関連－部位による検討－．第 90 回日本整形外科学会学術総会；2017 May 18-21；仙台． 
60)  鈴木賀代，安田剛敏，渡邉健太，金森昌彦，木村友厚．進行性軟部腫瘍に対する二次化学療法の有用性と安全性．
第 90 回日本整形外科学会学術総会；2017 May 18-21；仙台． 
61)  頭川峰志，長田龍介，牧野紘士，木村友厚．Wide-awake surgery での手指屈筋腱再建術の経験．第 90 回日本整形外
科学会学術総会；2017 May 18-21；仙台． 
62)  今西理恵子，松下 功，木村友厚．人工股関節置換術前の日本整形外科学会股関節評価質問票（JHEQ）動作尺度が
低値症例と高値症例の比較．第 54 回日本リハビリテーション医学会学術集会；2017 Jun 8-10；岡山． 
63)  下条竜一，峯 隼人，野上真紀子．CR 型 TKA 術後の屈曲位外側弛緩性と膝屈曲角度との関連およびその経時的変
化．第 9 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会；2017 Jun 22-24；札幌． 
64)  新井 学，下条竜一，材木美穂．バスケットボール競技で生じた足関節開放性外側靭帯損傷の一例．第 9 回日本関
節鏡・膝・スポーツ整形外科学会；2017 Jun 22-24；札幌． 
65)  杉森一仁，瀬川貴洋，下条竜一，野上真紀子．鏡視下腱板修復術後の臨床成績と MRI 所見の関係．第 9 回日本関節
鏡・膝・スポーツ整形外科学会；2017 Jun 22-24；札幌． 
66)  浦田隆司，頭川峰志．バレーボールで受傷した第 2CM 関節内骨折の一例．第 9 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外
科学会；2017 Jun 22-24；札幌． 
67)  瀬川貴洋，杉森一仁，峯 隼人．両側同時に受傷した膝複合靭帯損傷の一例．第 9 回日本関節鏡・膝・スポーツ整
形外科学会；2017 Jun 22-24；札幌． 
68)  今田光一，吉栖悠輔，藤田雄介，頭川峰志．スポーツ選手の肘離断性骨骨炎に対する骨軟骨柱移植術－肘関節鏡視
下手技の確立と臨床成績－．第 34 回立山セミナー；2017 Jul 1；富山． 
69)  山上 亨，峯 隼人，大西慎太郎，浦田隆司，二川隼人，須澤 俊，安田剛敏，野上真紀子，箭原康人，元村 拓，
頭川峰志．糸魚川総合病院整形外科の試み－地域の基幹病院として生き残りをかけて－．第 34 回立山セミナ ；ー2017 
Jul 1；富山． 
70)  小林賢司，中野正人，野上重治，藤田雄介，前田明夫．化膿性椎間板炎に対する経皮的ドレナージ Pig-tail カテーテ
ルの応用．第 34 回立山セミナー；2017 Jul 1；富山． 
71)  安田剛敏，鈴木賀代，渡邉健太，金森昌彦，木村友厚．大腿骨転移性骨腫瘍に対する術式による医療費の検討．第
50 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集会；2017 Jul 13-14；東京． 
72)  安田剛敏，鈴木賀代，渡邉健太，金森昌彦，木村友厚．長管骨発生の軟骨形成性腫瘍の画像所見の特徴．第 50 回日
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本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集会；2017 Jul 13-14；東京． 
73)  田村 嵩，安田剛敏，鈴木賀代，渡邉健太，須澤 俊，金森昌彦，木村友厚．神経線維腫症 1 型に合併した胸壁悪
性 Triton 腫瘍に対する広範切除と再建．第 50 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集会；2017 Jul 13-14；東京． 
74)  田村 嵩，安田剛敏，鈴木賀代，渡邉健太，金森昌彦，木村友厚．下肢の皮下組織に発生した骨外性骨肉腫の 1 例．
第 50 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集会；2017 Jul 13-14；東京． 
75)  鈴木賀代，安田剛敏，渡邉健太，金森昌彦，木村友厚．遠隔転移を有する軟部肉腫の予後に影響を及ぼす因子．第
50 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集会；2017 Jul 13-14；東京． 
76)  鈴木賀代，安田剛敏，渡邉健太，金森昌彦，木村友厚．進行性軟部肉腫に対する新規抗がん剤の有用性と安全性．
第 50 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集会；2017 Jul 13-14；東京． 
77)  金森昌彦，安田剛敏，鈴木賀代，木村友厚．aCGH 法による骨・軟部腫瘍の原発巣とリンパ節転移巣の比較．第 50
回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集会；2017 Jul 13-14；東京． 
78)  松下 功．関節リウマチに対する薬物療法－synthetic DMARDs－．第 27 回日本整形外科学会認定リウマチ医研修
会；2017 Jul 22-23；東京． 
79)  川口善治．関節リウマチの脊椎病変とその対策．第 27 回日本整形外科学会認定リウマチ医研修会；2017 Jul 22-23；
東京． 
80)  関 庄二，牧野紘士，箭原康人，塩沢俊一，Masuda K，妻木範行，木村友厚．椎間板変性抑制を目指した治療標的
因子と椎間板再生に向けて．第 20 回日本低侵襲脊椎外科学会学術集会；2017 Jul 27-28；札幌． 
81)  和田輝至，関 庄二，小林賢司，材木美穂，箭原康人，川口善治，木村友厚．上腸間膜動脈症候群を併発した思春
期特発性側弯症の 1 例．第 205 回北陸整形外科集談会；2017 Jul 30；富山． 
82)  上嶋 亮，関 庄二，平野典和，徳永綾乃，伊藤芳章，瀬川貴洋，木村友厚．黄色靭帯骨化症に対して鏡視下後方
除圧を行った 1 例．第 205 回北陸整形外科集談会；2017 Jul 30；富山． 
83)  小林賢司，関 庄二，牧野紘士，箭原康人，材木美穂，川口善治，木村友厚．特発性脊柱側弯症患者における CT
値の解析．6 th Annual Meeting Japan Association of Spine Surgeons with Ambition；2017 Aug 5-6；東京． 
84)  関 庄二，川口善治，安田剛敏，箭原康人，渡邉健太，牧野紘士，木村友厚．特発性側弯症患者においてどの椎体
が最も Direct Vertebral Rotation（DVR）の効果が高いか－術中 CT による椎体回旋改善度の測定から－．第 51 回日
本側彎症学会学術集会；2017 Aug 24-25；札幌． 
85)  関 庄二，材木美穂，箭原康人，牧野紘士，渡邉健太，川口善治，木村友厚．思春期特発性側弯症患者における凹
側，凸側の黄色靭帯の比較検討．第 51 回日本側彎症学会学術集会；2017 Aug 24-25；札幌． 
86)  材木美穂，関 庄二，箭原康人，牧野紘士，野上真紀子，渡邉健太，木村友厚．思春期特発性側弯症患者における
骨代謝動態の解析．第 51 回日本側彎症学会学術集会；2017 Aug 24-25；札幌． 
87)  松下 功，今西理恵子，元村 拓，平岩利仁，木村友厚，新井聖子．リウマチ外来における医療クラークの重要性．
第 42 回日本リハビリテーション医学会北陸地方会；2017 Sep 2；金沢． 
88)  小林賢司，関 庄二，和田輝至，川口善治，木村友厚．腰椎固定術後に脊柱変形が憎悪し前後同時矯正固定術を施
行した 1 例．第 8 回中部 MISt 研究会；2017 Sep 2-3；福井． 
89)  松下 功，元村 拓，平岩利仁，木村友厚．大関節における理学所見と関節破壊進行との関係．第 29 回中部リウマ
チ学会；2017 Sep 8-9；金沢． 
90)  元村 拓，松下 功，平岩利仁，木村友厚．高齢発症した潰瘍性大腸炎の寛解期に膝関節炎をきたした 1 例．第 29
回中部リウマチ学会；2017 Sep 8-9；金沢． 
91)  金森昌彦，安田剛敏，鈴木賀代．骨巨細胞腫に対する CGH 解析．第 76 回日本癌学会学術総会；2017 Sep 28-30；横
浜． 
92)  松下 功，元村 拓，平岩利仁，今西理恵子，木村友厚．関節リウマチの股関節障害に対する手術のタイミングと
工夫．第 129 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会・シンポジウム；2017 Oct 6-7；富山． 
93)  上嶋 亮，松下 功，元村 拓，平岩利仁，今西理恵子，木村友厚．当院における Dual Mobility Cup の使用経験．
第 129 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2017 Oct 6-7；富山． 
94)  伊藤芳章，御旅屋宏史，徳永綾乃，平野典和，松下 功．側面 DXA を用いたステム周囲骨密度の評価－楔状テーパ
ー型ステム側面設置アライメントとの関連について－．第 129 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2017 Oct 
6-7；富山． 
95)  川上 守，川口善治，宮本裕史，永島英樹，岩崎幹季，川原範夫．腰椎変性すべり症患者の術前 QOL に影響する因
子の検討－AOSpine Asia Pacific 多施設研究．第 129 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2017 Oct 6-7；富
大学院医学薬学研究部 （医学部）
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山． 
96)  坪井康真，長田龍介，頭川峰志，木村友厚．長期関節リウマチ患者の上腕骨偽関節に対し髄内釘固定に骨移植とプ
レート固定を併用した一例．第 129 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2017 Oct 6-7；富山． 
97)  堂後隆彦，新井隆仁，御旅屋宏史，青木雅人，市村和徳，長田龍介．手関節尺側部痛に対する V 字骨切りガイドと
ロッキングプレートを用いた尺骨短縮骨切り術．第 129 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2017 Oct 6-7；
富山． 
98)  関 庄二，川口善治，安田剛敏，鈴木賀代，小林賢司，牧野紘士，木村友厚．脊柱後側弯症の矯正法と合併症対策．
第 129 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2017 Oct 6-7；富山． 
99)  徳永綾乃，下条竜一，伊藤芳章，平野典和．TKA における脛骨コンポーネント矢状面アライメントの指標．第 129
回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2017 Oct 6-7；富山． 
100)  二川隼人，山上 亨，須澤 俊，高桑一彦，下条竜一，野上真紀子．糸魚川総合病院で行った高位脛骨骨切り術の
術後調査．第 129 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2017 Oct 6-7；富山． 
101)  野上真紀子，下条竜一，峯 隼人，元村 拓，松下 功，木村友厚．患者立脚型評価による TKA 術後成績調査の意
義．第 129 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会・シンポジウム；2017 Oct 6-7；富山． 
102)  今西理恵子，松下 功，元村 拓，平岩利仁，木村友厚．THA 術後の患者不満足度に関与する因子の検討－JHEQ
を用いて－．第 129 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2017 Oct 6-7；富山． 
103)  浦山茂樹，中村千恵子，山崎夏江，今西理恵子，柴代紗衣．骨粗鬆症性椎体骨折に対するハイドロキシアパタイト
を用いた局所麻酔下椎体形成術．第 129 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2017 Oct 6-7；富山． 
104)  中村千恵子，浦山茂樹，山崎夏江，今西理恵子．発育期腰椎分離症の治療．第 129 回中部日本整形外科災害外科学
会・学術集会；2017 Oct 6-7；富山． 
105)  鈴木賀代，川口善治，安田剛敏，関 庄二，金森昌彦，木村友厚．片開き式頸椎椎弓形成術（伊藤・辻式）におけ
るコツとピットフォール．第 129 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2017 Oct 6-7；富山． 
106)  頭川峰志，長田龍介，新井 学，酒井清司，吉梄悠輔，木村友厚．橈骨遠位端骨折に関連する腱損傷の予防と治療．
第 129 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会・シンポジウム；2017 Oct 6-7；富山． 
107)  須澤 俊，頭川峰志，長田龍介，木村友厚．肩甲胸郭解離による腕神経叢損傷、鎖骨下動脈損傷を合併した上腕不
全切断の 1 例．第 129 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2017 Oct 6-7；富山． 
108)  今田光一，吉栖悠輔，酒井清司，頭川峰志，箭原康人，長田龍介．成長期スポーツ選手の肘離断性骨軟骨炎に対す
る関節鏡視下骨軟骨移植術．第 129 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2017 Oct 6-7；富山． 
109)  牧野紘士，下条竜一，杉森一仁，野上真紀子，鈴木賀代，木村友厚．チェックバルブ機構により嚢腫が増大したと
考えられた膝蓋上骨膜ひだ障害の 1 例．第 129 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2017 Oct 6-7；富山． 
110)  峯 隼人，杉森一仁，下条竜一，野上真紀子，木村友厚．鏡視下腱板修復術後の臨床成績と菅谷分類による MRI 所
見の関係．第 129 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2017 Oct 6-7；富山． 
111)  和田輝至，頭川峰志，長田龍介，木村友厚．分類不能型母指多指症に対する on-top plasty の術中に血管攣縮を生じ
た 1 例．第 129 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2017 Oct 6-7；富山． 
112)  中野正人，田村 嵩，野上重治，前田明夫，小林賢司，川口善治．PTH 製剤（テリパラチド）投与により手術を回
避しえた骨粗鬆症性圧迫骨折を併発した腰椎変性側弯症例．第 129 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；
2017 Oct 6-7；富山． 
113)  松下 功，今西理恵子，平岩利仁，元村 拓．人工股関節置換術後の脚長差と JHEQ の賦満足度について．第 44 回
日本股関節学会学術集会；2017 Oct 20-21；東京． 
114)  川口善治，中野正人，安田剛敏，関 庄二，鈴木賀代，箭原康人，牧野紘士，北島 勲，木村友厚．脊柱靭帯骨化
症における血清バイオマーカーFGF-23 は高値をとる．第 32 回日本整形外科学会基礎学術集会；2017 Oct 26-27；宜
野湾． 
115)  森 幹士，吉井俊貴，平井高志，竹内一裕，中村雅也，松本守雄，大川 淳，川口善治．頚椎後縦靭帯骨化症患者
における棘上・棘間靭帯骨化の頻度と分布．第 32 回日本整形外科学会基礎学術集会；2017 Oct 26-27；宜野湾． 
116)  関 庄二，川口善治，安田剛敏，鈴木賀代，箭原康人，渡邉健太，牧野紘士，材木美穂，木村友厚．特発性側弯症
患者における differential rod contouring の効果について－術中 cone-beam CT による椎体回旋改善度の測定から－．第
32 回日本整形外科学会基礎学術集会；2017 Oct 26-27；宜野湾． 
117)  関 庄二，材木美穂，箭原康人，牧野紘士，野上真紀子，渡邉健太，川口善治，木村友厚．思春期特発性側弯症患
者における凹側，凸側の黄色靭帯の比較検討．第 32 回日本整形外科学会基礎学術集会；2017 Oct 26-27；宜野湾． 
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118)  材木美穂，関 庄二，箭原康人，牧野紘士，野上真紀子，渡邉健太，川口善治，木村友厚．思春期特発性側弯症患
者における骨代謝動態の解析．第 32 回日本整形外科学会基礎学術集会；2017 Oct 26-27；宜野湾． 
119)  牧野紘士*，関 庄二，川口善治，野上真紀子，箭原康人，渡邉健太，木村友厚．蛍光標識二次元ディファレンスゲ
ル電気泳動を用いた思春期特発性側弯症（AIS）患者の血漿タンパク解析．第 32 回日本整形外科学会基礎学術集会；
2017 Oct 26-27；宜野湾． 
120)  川口善治．腰痛の遺伝要因・環境要因の研究から見えてくるもの．第 25 回日本腰痛学会・教育研修講演；2017 Nov 
3-4；東京． 
121)  川上 守，佐藤栄修，川口善治，大鳥精司，宮本裕史，永島英樹，山崎良二，岩崎幹季，冨士武史，小西宏昭，重
松英樹，山田 宏，川原範夫．腰椎変性すべり症の術後腰痛改善に術式は影響する－AOSpin Asia Pacific 前向き多施
設研究．第 25 回日本腰痛学会；2017 Nov 3-4；東京． 
122)  西能 健，新井隆仁，青木雅人，川口善治，折田純久，稲毛一秀，大鳥精司，信清正典．JOABPEQ スコアを用いた
腰椎椎間板ヘルニアに対する Love 変法と MED 法の術後 1 年比較．第 25 回日本腰痛学会；2017 Nov 3-4；東京． 
123)  西能 健，青木雅人，新井隆仁，川口善治，折田純久，稲毛一秀，大鳥精司，信清正典．ウェアラブル活動量計を
用いた腰部脊柱管狭窄症症例の日常生活状態の評価．第 25 回日本腰痛学会；2017 Nov 3-4；東京． 
124)  青木雅人，信清正典，西能 健，新井隆仁，折田純久，稲毛一秀，大鳥精司，川口善治．骨粗鬆症性椎体骨折に対
する Balloon Kyphoplasty の治療精製．第 25 回日本腰痛学会；2017 Nov 3-4；東京． 
125)  信清正典，青木雅人，西能 健，新井隆仁，折田純久，稲毛一秀，大鳥精司，川口善治．腰椎後方固定術に術後自
己血回収システム（回収血）を使用する意義について．第 25 回日本腰痛学会；2017 Nov 3-4；東京． 
126)  関 庄二，牧野紘士，箭原康人，塩沢俊一，妻木範行，木村友厚．椎間板変性抑制を目指した治療標的因子と椎間
板再生にむけて．第 25 回日本腰痛学会・シンポジウム；2017 Nov 3-4；東京． 
127)  新井 学，元村 拓．早期の市販靴による歩行を意識した新鮮アキレス腱皮下断裂に対する保存療法．第 42 回日本
足の外科学会・学術集会；2017 Nov 9-10；名古屋． 
128)  和田輝至，関 庄二，小林賢司，川口善治，木村友厚．頚椎黄色靭帯石灰化症に対する内視鏡下椎弓切除術の経験．
第 206 回北陸整形外科集談会；2017 Nov 26；福井． 
129)  松下 功，元村 拓，平岩利仁，木村友厚．関節リウマチに対するセメントレス全人工股関節置換術．第 32 回日本
臨床リウマチ学会・シンポジウム；2017 Dec 2-3；神戸． 
130)  頭川峰志，長田龍介，木村友厚．肩甲胸郭解離による腕神経叢損傷、鎖骨下動脈損傷を合併した上腕不全切断の 1
例．第 44 回日本マイクロサージャリー学会；2017 Dec 7-8；宮崎． 
131)  関 庄二，箭原康人，牧野紘士，小林賢司，和田輝至，平野典和，中野正人，川口善治，木村友厚．特発性脊柱側
弯症患者における Differential Rod Contouring（DRC）の効果．第 28 回北陸脊椎脊髄外科研究会；2017 Dec 9；金沢． 
132)  上嶋 亮，関 庄二，徳永綾乃，伊藤芳章，瀬川貴洋，木村友厚．黄色靭帯骨化症に対する ME-MILD 法の経験．
第 28 回北陸脊椎脊髄外科研究会；2017 Dec 9；金沢． 
 
◆ その他 
1)  木村友厚．変形性関節症－病態研究と治療の来た道・向かう道－．富山整形セミナー；2017 Jan 28；富山． 
2)  木村友厚．膝と足の痛み治療－ロコモから糖尿病まで－．射水市糖尿病 Day 2017；2017 Nov 3；射水． 
3)  木村友厚．テイ―ツェ症候群と診断．朝日新聞．2017 Jul 12． 
4)  松下 功．リウマチ診療における医療クラークの重要性．RA のタイトコントロールを考える会；2017 Jan 13；富山． 
5)  松下 功．関節リウマチのトータルマネージメント．第 4 回東京リウマチ登録医の会；2017 Jan 27；東京． 
6)  松下 功．関節の評価（理学所見）．SURF Round-10；2017 Jan 28-29；東京． 
7)  松下 功．関節リウマチ治療の考え方とトータルマネージメント．日本運動器学会平成 28 年度教育研修会；2017 Feb 
4；金沢． 
8)  松下 功．HipAlign 使用報告．HipAlign Evaluator‘s Meeting；2017 Feb 12；東京． 
9)  松下 功．最新の RA トータルマネージメント．第 7 回下新川リウマチネットワーク勉強会；2017 Feb 16；黒部． 
10)  松下 功．各種生物学的製剤の特徴とゴリムマブのポテンシャル．GOLIMUMAB MEETING in 東信；2017 Mar 3；
佐久． 
11)  松下 功．RA 診療における関節超音波検査の有用性とその実際．JCR 中部支部関節超音波検査初心者向け講習会；
2017 Mar 5；名古屋． 
12)  松下 功．関節リウマチに対する csDMARDs の使い方．DMARDs を語る会 in 富山；2017 Mar 10；富山． 
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13)  松下 功．関節リウマチ治療の考え方と薬物治療の実際．第 3 回富山リウマチカンファレンス；2017 Mar 22；富山． 
14)  松下 功．最新の RA 薬物治療とその実際．RA エーザイ講演会；2017 Mar 27；富山． 
15)  松下 功．最新の関節リウマチ治療とチーム医療の重要性．第 2 回三遠リウマチセミナー；2017 Apr 10；豊橋． 
16)  松下 功．RA 手術における周術期の管理．第 61 回リウマチ学会総会・学術集会 Meeting the Expert；2017 Apr 20-22；
福岡． 
17)  松下 功．RA における大関節破壊と進行阻止を目指した治療戦略．第 61 回リウマチ学会総会・学術集会・イブニ
ングセミナー；2017 Apr 20-22；福岡． 
18)  松下 功．関節リウマチ診療における画像検査．第 61 回日本リウマチ学会総会・学術集会・アニュアルコースレク
チャー；2017 Apr 20-22；福岡． 
19)  松下 功．関節リウマチの手術－生物学的製剤による早期治療介入の重要性－関節リウマチの下肢手術．第 90 回日
本整形外科学会学術総会・ランチョンセミナー；2017 May 18-21；仙台． 
20)  松下 功．至適 MTX 用量が TNF 阻害薬によって違うのか．Certolizumabpegol アドバイザリーボード会議；2017 Jun 
3；東京． 
21)  松下 功．関節リウマチのトータルマネージメント．第 114 回東北整形外科災害外科学会学術集会教育研修講演；
2017 Jun 9-10；新潟． 
22)  松下 功．RA 外来における医療クラークの重要性．アステラス RA 講演会；2017 Jun 19；富山． 
23)  松下 功．関節リウマチ治療の実際とチーム医療の重要性．第 10 回秋田県整形外科リウマチセミナー；2017 Jun 21；
秋田． 
24)  松下 功．MTX をどう使うのか．第 4 回富山リウマチカンファレンス；2017 Jul 12；富山． 
25)  松下 功．関節破壊阻止を目指した RA トータルマネージメント．第 24 回佐賀リウマチ研究会；2017 Jul 14；佐賀． 
26)  松下 功．Biological DMARDs の効果増強を目指した取り組み．第 7 回 Rheumadvance；2017 Jul 15；東京． 
27)  松下 功．関節リウマチに対する薬物療法 synthetic DMARDs．第 25 回日本整形外科学会認定リウマチ医研修会・
基礎；2017 Jul 22；東京． 
28)  松下 功．RA における大関節破壊と生物学的製剤治療．印旗市群リウマチセミナー；2017 Jul 27；佐倉． 
29)  松下 功．FIT-RA registry からみたゴリムマブの臨床成績．北陸リウマチ疾患セミナー；2017 Aug 5；金沢． 
30)  松下 功．関節リウマチ診療における画像検査．JCR2017 アニュアルコースレクチャー；2017 Aug 27；東京． 
31)  松下 功．TNF 阻害薬は皆同じなのか－MTX の併用量からみた TNF 阻害薬の特徴－．UCB ジャパン社内教育研修；
2017 Sep 12；富山． 
32)  松下 功．関節リウマチのトータルマネージメント．RA Navi in Tokyo；2017 Sep 24；東京． 
33)  松下 功．関節リウマチのトータルマネージメント．リウマチセミナーin KOBE；2017 Sep 28；神戸． 
34)  松下 功．関節リウマチの早期診断と最新の治療．第 10 回信州リウマチネットワーク；2017 Oct 15；長野． 
35)  松下 功．最新の関節リウマチ治療とリハビリ介入．第 32 回日本 RA のリハビリ研究会；2017 Oct 21；京都． 
36)  松下 功．生物学的製剤時代の RA 手術療法．第 60 回多摩リウマチ研究会；2017 Oct 21；東京． 
37)  松下 功．生物学的製剤時代の RA 手術療法．平成 29 年中国・四国地区リウマチ教育研修会；2017 Oct 22；広島． 
38)  松下 功．関節リウマチ治療における csDMARDs のポテンシャル－「寛解」から「治療最適化」へ－．リウマチ診
療を考える会；2017 Oct 26；和歌山． 
39)  松下 功．関節リウマチ治療の考え方とその実際．第 1 回日本リハビリテーション医学会秋期学術集会・教育講演；
2017 Oct 28-29；大阪． 
40)  松下 功．実臨床における Golimumab の Potential．Biologics Forum on RA Go-Next Stage；2017 Oct 28；名古屋． 
41)  松下 功．関節リウマチのトータルマネージメント．Rheumatoid Arthritis Forum in Okayama；2017 Nov 9；岡山． 
42)  松下 功．関節リウマチのトータルマネージメント．第 6 回 KTM（金沢・富山大ミーティング）の会；2017 Nov 11；
金沢． 
43)  松下 功．関節リウマチのトータルマネージメント．RA Navi in Sendai；2017 Nov 12；仙台． 
44)  松下 功．関節リウマチの大関節破壊阻止を目指した治療戦略．リウマチ治療セミナー；2017 Nov 13；広島． 
45)  松下 功．関節リウマチ治療における bDMARDs の特徴と使い分け．ブリストルマイヤーズ RA 勉強会；2017 Nov 
15；富山． 
46)  松下 功．周術期の注意点とその対策．第 28 回日本整形外科学会認定リウマチ医研修会；2017 Nov 23；東京． 
47)  松下 功．関節リウマチのトータルマネージメント．RA Navi in Omiya；2017 Nov 25；大宮． 
48)  松下 功．関節リウマチ治療の考え方とトータルマネージメント．関節リウマチを考える会；2017 Nov 30；弘前． 
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49)  松下 功．関節リウマチ診療における画像検査．JCR2017 アニュアルコースレクチャー；2017 Dec 10；大阪． 
50)  松下 功．整形外科医に聞く・関節リウマチ．北日本新聞冊子まんまる．2017；154：41． 
51)  川口善治．エビデンスに基づく腰痛治療．安芸地区医師会学術講演会；2017 Jan 13；安芸． 
52)  川口善治．骨粗鬆症を伴う高齢者の腰痛対策．小矢部市医師会学術講演会；2017 Jan 17；小矢部． 
53)  川口善治．骨粗鬆症を伴う高齢者の腰痛対策．佐世保整形外科医会；2017 Jan 19；佐世保． 
54)  川口善治．エビデンスに基づく腰痛治療．中東遠地区疼痛治療を考える会；2017 Jan 25；掛川． 
55)  川口善治．骨粗鬆症を伴う高齢者の腰痛対策．第 109 回東京都城北整形外科医会学術講演会；2017 Feb 9；東京． 
56)  川口善治．慢性腰痛－エビデンスに基づく薬物治療－．Reduce Pain Conference；2017 Feb 10；京都． 
57)  川口善治．腰痛治療のエビデンスとその実際．OA フォーラム in TOHOKU；2017 Feb 18；仙台． 
58)  川口善治．脊柱靭帯骨化症・病態と治療の最前線．第 47 回脊椎外科を学ぶ会；2017 Feb 25；大阪． 
59)  川口善治．腰痛患者に対するアプローチ－病態を考慮に入れたトータルマネージメント－．第 3 回 SPRING PAIN 
FORUM in NAGOYA EAST；2017 Mar 15；名古屋． 
60)  川口善治．腰痛治療のエビデンスとその実際．第 3 回尾張地区整形外科痛みの研究会；2017 Mar 25；名古屋． 
61)  川口善治．脊椎靭帯骨化症－病態と治療の最新知見－．第 46 回日本脊椎脊髄病学会学術集会・ランチョンセミナー；
2017 Apr 14；札幌． 
62)  川口善治．患者さんのための脊柱靭帯骨化症ガイド．石川県 OPLL 友の会；2017 Apr 23；金沢． 
63)  川口善治．骨粗鬆症を伴う高齢者の腰痛対策．砺波医師会学術講演会；2017 Apr 25；砺波． 
64)  川口善治．腰痛治療のエビデンスとその実際．第 111 回浜松整形外科セミナー；2017 Apr 27；浜松． 
65)  川口善治．高齢者における腰痛治療の実際－腰痛診療ガイドラインを踏まえて－．持田製薬社員教育講座；2017 May 
10；富山． 
66)  川口善治．若手脊椎外科医に向けた臨床研究のすすめ．第 57 回北海道脊椎脊髄疾患研究会・教育研修講演；2017 May 
13；札幌． 
67)  川口善治．坐骨神経痛と脊柱管疾患．平成 29 年度富山県いきいき長寿大学すこやか活動講座；2017 Jun 13；富山． 
68)  川口善治．エビデンスに基づく腰痛治療とその実際．慢性疼痛治療学術講演会；2017 Jun 17；大阪． 
69)  川口善治．坐骨神経痛と脊柱管疾患．平成 29 年度富山県いきいき長寿大学すこやか活動講座；2017 Jun 23；高岡． 
70)  川口善治．脊椎靭帯骨化症に関する最近の研究と将来展望－頑固な痛み・しびれからの解放－．TOKUSHIMA PAIN 
FORUM；2017 Jul 18；徳島． 
71)  川口善治．腰痛治療のエビデンスとその実際．尼崎整形医療フォーラム；2017 Jul 26；尼崎． 
72)  川口善治．平成 29 年度市町村老連女性リーダー研修会講師；2017 Jul 27；富山． 
73)  川口善治．疼痛を伴う脊椎疾患に対する保存的・外科的治療を駆使したトータルマネージメント．茨城県臨床整形
外科医会学術講演会；2017 Sep 21；水戸． 
74)  川口善治．スポーツに関わる背骨の病気とその対策．富山短期大学食物栄養学科開設 50 周年記念公開特別講演会；
2017 Sep 30；富山． 
75)  川口善治．痛みの発生メカニズムに基づいた治療の重要性（臨床）－腰痛における MBT アプローチ－．MBT Speaker’s 
Meeting；2017 Oct 22；東京． 
76)  川口善治．運動器疼痛への実践的アプローチ．MBT Speaker’s Meeting・パネリスト；2017 Oct 22；東京． 
77)  川口善治．NHK・E テレ きょうの健康－腰痛－出演；2017 Nov 6-13；東京． 
78)  川口善治．腰痛治療のエビデンスとその実際．東信疼痛セミナー；2017 Nov 15；上田． 
79)  川口善治．患者満足度向上に向けた痛み治療－脊椎疾患を中心に－．リリカ・インターネットシンポジウム；2017 Nov 
29；富山． 
80)  川口善治．Round Table Discussion 術後痛について－整形外科的な視点から－．Locomotive Pain Frontier．2017；6(2)：
67-75． 
81)  長田龍介．術後疼痛管理について．富山ハンドクラブセミナー；2017 Dec 16；富山． 
82)  安田剛敏．悪性軟部腫瘍領域における診断と治療．MR 社内研修会；2017 Jun 26；富山． 
83)  下条竜一．Mesured resection technique－Outlier を防ぐために－．Zimmer Biomet Knee Symposium in Yokohama；2017 Feb 
4；横浜． 
84)  下条竜一．怪我を防ぐ効果的なトレーニング．平成 29 年度ねんりん健康運動推進事業普及指導員研修会；2017 Feb 
16；富山． 
85)  下条竜一．TKA の更なる向上をめざして．TKA Basic Learning Center Program；2017 Apr 9-10；神戸． 
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86)  下条竜一．膝の疾患・外傷に対する治療戦略．第 2 回飯山疼痛研究会；2017 Jun 30；飯山． 
87)  下条竜一．TKA の更なる向上をめざして．TKA Basic Learning Center Program；2017 Sep 3-4；神戸． 
88)  下条竜一．膝の疾患・外傷に対する治療戦略．魚津 Pain Forum；2017 Sep 15；魚津． 
89)  下条竜一．巨大骨欠損を伴った症例に対する人工膝関節再置換術．Great Expectations 2017；2017 Sep 24；東京． 
90)  下条竜一．Primary CR Measured TKA Technique．Cadaver Training for CR Total Knee Arthroplasty；2017 Nov 18；Manila． 
91)  下条竜一．変形性膝関節症に対する治療戦略．氷見市医師会学術講演会；2017 Nov 22；氷見． 
92)  下条竜一．膝関節疾患に対する治療の実際．持田製薬社員教育講師；2017 Dec 6；富山． 
93)  関 庄二．慢性腰痛症に対する薬物治療．塩野義製薬社内研修会；2017 Jan 18；富山． 
94)  関 庄二．頸椎椎間板ヘルニアについて．富山県義肢製作所講演会；2017 Mar 11；富山． 
95)  関 庄二．富山県における側弯症検診の現状と課題－秘伝，側弯症を早期に発見する方法－．第 28 回日本小児科医
会総会フォーラム；2017 Jun 10；富山． 
96)  関 庄二．頸髄症について．富山県義肢製作所講演会；2017 Aug 19；富山． 
97)  関 庄二．脊柱側弯症について．糸魚川教育委員会養護教諭向け講演会；2017 Sep 13；糸魚川． 
98)  関 庄二．慢性腰痛症に対する薬物治療（CYM の自験例も含めて）．富山県義肢製作所講演会；2017 Nov 15；富山． 
99)  関 庄二．Advanced Spin Surgery Training Course 講師；2017 Dec 16；東京． 
100)  元村 拓．関節超音波検査初心者向け講習会講師．日本リウマチ学会中部支部主催；2017 Mar 5；名古屋． 
101)  元村 拓．セルトリズマブペゴルの使用経験～多施設共同研究～．RA expert meeting；2017 Mar 17；富山． 
102)  元村 拓．血清 MMP-3 値によるアバタセプト治療 1 年後の寛解予測．第 28 回富山抗サイトカイン療法研究会；2017 
Jun 30；富山． 
103)  元村 拓．血清 MMP-3 値による寛解測定－FIT-RA registry を用いた解析－．北陸リウマチ疾患セミナー；2017 Aug 
5；金沢． 
104)  元村 拓．足関節障害の治療．医療保険研修会；2017 Oct 25；富山． 
105)  元村 拓．ロコモを考えるリウマチ医．リウマチ NEWS LETTER．2017；55：8． 
106)  元村 拓．整形外科医に聞く・足と足首の痛み．北日本新聞冊子まんまる．2017；155：42． 
107)  野上真紀子，下条竜一，峯 隼人，元村 拓，松下 功，木村友厚．TKA 術後 1，2 年目における患者満足度の相
関因子．第 9 回信州関節外科フォーラム；2017 Mar 11；長野． 
108)  野上真紀子，下条竜一，峯 隼人，元村 拓，松下 功，木村友厚．TKA 術後 1，2 年目における患者満足度の相
関因子．第 7 回北陸 TKA 勉強会；2017 Mar 25；福井． 
109)  頭川峰志．疾患活動性をコントロールした関節リウマチ患者に対する手指の手術療法．第 3 回富山リウマチカンフ
ァレンス；2017 Mar 22；富山． 
110)  頭川峰志．肩甲胸郭解離による神経叢損傷，鎖骨下動脈損傷を合併した上腕不全切断の 1 例．第 4 回重度四肢外傷
シンポジウム；2017 Jul 22-3；東京． 
111)  平岩利仁．モジュラー型人工股関節術前後における機能的前捻角と大腿骨回旋肢位．第 11 回日本 CAOS 研究会；2017 
Mar 9-10；新潟． 
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